
IBIGAWA 2005 JULY   67  IBIGAWA 2005 JULY

　

六
月
五
日
（
日
）、
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の

四
時
間
耐
久
レ
ー
ス
「
第
四
十
一
回
坂
内
４

Ｈ
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
」
が
坂
内
川
上
の
坂
内
バ

イ
ク
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

コ
ー
ス
は
砂
防
ダ
ム
の
中
、
河
原
の
荒
い

砂
利
路
面
と
、
そ
れ
に
面
す
る
山
の
激
し
い

林
道
を
使
っ
た
マ
ウ
ン
テ
ン
コ
ー
ス
。
そ
の

悪
路
を
県
内
外
か
ら
一
三
〇
人
の
ラ
イ
ダ
ー

の
バ
イ
ク
が
豪
快
な
エ
ン
ジ
ン
音
と
と
も
に

砂
煙
を
上
げ
て
疾
走
し
ま
し
た
。

　

家
族
連
れ
な
ど
五
百
人
ほ
ど
の
観
客
が
訪

れ
坂
内
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
地
元
川
上
区
民
が
主
体
と
な

っ
て
、
大
会
運
営
か
ら
バ
ザ
ー
ま
で
行
い
ま

し
た
。

　

六
月
三
日
か
ら
五
日
の
間
、
揖
斐
川
中
央

公
民
館
に
お
い
て
い
び
川
花
と
緑
の
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
内
に
は
、
町
内
か
ら
出
展
さ

れ
た
見
ご
ろ
を
迎
え
た
さ
つ
き
、
花
木
の
寄

せ
植
え
、
山
野
草
、
押
し
花
、
ひ
ょ
う
た
ん

な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
咲
き
誇

る
花
々
の
美
し
さ
と
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た

作
品
が
多
く
の
人
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駐
車
場
で
は
花
木
に
関
す
る
相
談

コ
ー
ナ
ー
や
苗
木
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

五
月
十
三
日
（
金
）、
十
四
日
（
土
）
愛
知

万
博
・
長
久
手
会
場
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ド
ー
ム
で

「
岐
阜
県
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
岐
阜
県
の
日
」
の
初
日
、
十
三
日
に
地
域

伝
統
芸
能
披
露
「
百
花
繚
乱
ぎ
ふ
の
夏
」
で

谷
汲
踊
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
シ
ナ
イ
の
動
き
と
勇
壮
な

踊
り
で
万
博
に
訪
れ
た
多
く
の
人
々
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
四
日（
火
）春
日
地
域
に
お
い
て
、

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
の
薬
草
風
呂
、
上
ヶ
流

茶
園
で
の
お
茶
摘
み
、
手
揉
み
実
演
、
沢
ア

ザ
ミ
の
料
理
、
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
体
験
、

坂
内
地
域
に
お
い
て
は
、
ダ
チ
ョ
ウ
の
飼
育

や
体
重
測
定
、
ま
た
揖
斐
地
域
に
お
い
て
は

手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
、
揖
斐
川
町
に
あ

る
食
材
を
テ
ー
マ
に
タ
レ
ン
ト
の
石
塚
英
彦

さ
ん
が
来
町
し
体
験
取
材
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

こ
れ
か
ら
も
、
県
よ
り
認
定
を
受
け
て
い
る

「
ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
村
」
を
核
に
ぎ
ふ
ク
リ

ー
ン
農
業
に
よ
る
安
全
・
安
心
・
健
康
な
農

産
物
の
提
供
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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お茶畑での取材の模様

花と緑を求めて 大自然を疾走するバイク


